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「ストロ ー フ、」 五葉松は北部北「アメリカ J ~r.JJ.'iぐ分布する五葉松の一極でるって 「ダリモ

「ア」氏に依れば共の分布の北限は「ニュ ー フアウンドランド』に及んで、居り共の南限は南部

「ペンシルパニアJ rc及んで‘居る と のど と である。

本極は「ロツキ ~ J 山脈以東に於ける最も樹高の高き樹種でるってー比の材質は我が姫子松rc .

似て符j軟く且樹脂の多きものである。而して他日 の有用をJtjJ して我図へ移植する債値基うるもの

L ーっと認めらる L のである。

本報告は大正の初期東京市目紫匝下目巣 (共の営時の荏原対11 目黒町下 IU.幻林業試験場にて

養成せる苗木を大正 6 (，1三 4 凡群馬J臨?ijII氷~t日臼井IQJ大字五料字小根山陸!有林(東京'皆林局高崎'皆

林署管内)に活林せるものに就き昭和 1 2 (，1三 ‘4 月及び昭和 I 16 (,1::' 9 月の雨度に亙り共の主主林

成離を調査せるもので、るって共の結県は大鰐に時て将来益k拶入のも~[1!立を〉るものと認めらる 主

のである。依って之を護表する ξ と ~ 14ζのである。

木造林試験に劃し直接|叶接多大のカを諜されたる各方の官氏名は下の様である。

山林投手山田嘉一， 皆林局投印li問 中波慈女 ， 林業試験場投手佐多ー至』同大披川次長150

植栽首時のノj、林匿署ー長は山林投fri/i沼禅陸太，第一同成績調査官i時の皆林署長はa皆林署技!':rl iノj 、

山 内j竿進 ， 第二同成績調査首時の皆林署長は替林箸投自ïlÎ石川利治の各位、である 。

叉本試験研究に蛍り多大の援助を賜は り 存る森林主事谷元真雄氏陀劃し深甚ゑる感謝の意を

表する次第で、ある。

面積及試験経過の大要試験地の位置 ，'1. 

試験地の位置

群馬腕碓氷郡臼井IiIJ大字五料字ノj、根山岡有林

試験地の面積

細部積約 0. 7 rヘクク{ノレ」 の内棋主将士山町枝 0.2303 rヘクタ{ ノレ」

若手;;島
、
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試験経過の大要
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本州、I~I~部に於ける「ス トロ F プ」 五1開会の造林成績

大IE 6 "'1三 (2577 ) 4 月 植栽

大疋 14 年 (2585) 8 月 第一同校打施行

昭和 1 2 年 (2597 ) 4 月第一同日\]伐及第二同校打施行

昭和 16 (,1"- (2601) 9 月 f~~二同!l n伐及第三同校打施行

2 . 本数及 び 材積

91 

本試験地内の棋準地に就き共の本激減少，材積成長の貫教及び共の 1 íへクタ戸ノレ」 営りの

換算値を求むれば次の第 l 表 ， 第 2 表の殺である。

第 1 表 本数 ， 材積の宮室長

年 次 I I 本数|材 積 m3 (石)

I問 伐 前 l 399 36.849 (132.656) 
!ITI 辛口 12 d:l三 4 月

(**齢 20 年〉
f間 伐 木 | 187 ./ 10.706 ( 38.5.41) 

践 存 木 | 212 26.143 ( 94.1]5) 

任日 伐 21:! 44.344 (159.638) 
昭和 16 年 9 月

木 |!悶 伐 69 8.110 ( 29 . 19 6) 、
(1木齢 25 年〉

残 存 木 | 143 36.234 (130.442) 

-
第 2 表 ] íヘクタ ー ル」 首り木数 ， 材積

4ド ニコ'i"
/、 数 | 材 務 :m3 (石) 間伐さ容戸五

fl:tl イ党 前 | 1.733 160.004 (5 76 目 014)

肝i 和 J 2 ~ド 4 月
f出 伐 312 46.487 (] 67.353) 

(林齢 ?:O .qソ

木|残 存 921 113.517 (408.66]) 

昭(林和陣162年6 年9)月 揖間問
伐 前 | 921 192.549 (693.176) 

伐 300 35.215 (126.774) 

存 木 | 621 157.334 (566.402) 

郎ち林齢 20 K樹 し共の主林木材積の平均成長量を求むれば

113517ﾗ-L =5 676 ( 2oA4]
20 

林齢 25 fL j\ll;t し共の主林木材積の平均成長量を求むれば

157.334 x~= 6.293 (22.655) 
25 

~~一間間伐後の成長による主林木材杭の平均成長荒は

157.334 - 113517 = 43.817 

ω17 × ÷ =&763( 3 1 547〉

既往総J炊獲量

*数 46.9 

材椅 29.1 

本数 32.6 

材積 18.3 

量
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46.487+35.215+157.334=239.036 1 (.到し平均JI5c獲量

239.036 Xユー = 9.561 (34.420) 
25 

f古i]~;;f積組成長の経過を 1，苗示すれば 第 1 岡版の如 l くである 。

以上の成粧を諸地方に於けるア カ，マツ林J附正:表に照合して見れば大間ダくの~~ 3 表の様にな

るのである 。

第 3 表 アカマツ林J&獲表との比較

一林 蹄

20 25 

糊積 l卒均成長糊積|平均成長
石 平1 石 石

木 試 験 ;1'木 409 19.5 566 22.7 

群馬際大{出身地方るかまっ現資林 J伏穫表 356 17.8 518 20.7 佐々望書多氏調製

関東地方あかまっ林J/J(礎表 位級 0 . 6 436 aI.8 578 23.1 持管t泰山氏調製

内地一般あかまっ林収穫表 二等地 (乙) 400 20.0 599 24.0 山本和服氏調製

茨城勝北部地方あかまっ林牧穫表三等地 394 19.7 570 22.8 鏑木徳二氏調製

東北地方あかまっ主林木I炊穫表 二期日1 425 21.2 623 ~4 . 9 寺崎 渡脇氏氏共査
山本和

(註 ， 木表の数字は早尾:B:隠6氏編日本主要樹種宇1;分J炊穫表に依る〉

卸ち内地のアカマツ林地の二等地に比 して枠j劣り III骨三等地に匹敵するものと認め ると とが !-I-JJ

来る 。

3 . 林 介の構造

( 1 ) 直径階別樹高階別本数分配並に間伐が本裁に及lます影響

昭和 1 2 年 4 月第一同間伐賞時及び昭和 16 "'1':' 9 月第二間間伐首時に於け る直径階別樹高

階別本数分配ilJi:.態を示すとそれは第 4 表(共 1 ，共わ り様である。 今此の表から直径及び

樹高K闘係せしめて本数分配のj伏態を岡示すれば第 2 岡版共 1 ， 共 2 ，共 3 ，共 4の如くでる

る 。 今之について摘要すれば下の様である。

( i ) 間伐木の直径階別本数の描 く尚線が全林分のそれに会j して有する位置的傾向は昭和

12 年と昭和 16 年と同一である 。 邸ち1市?に会林の i担1線vclt しn.1']伐木の曲線は左側に寄るf的ー向

を有す る 。 換言すれば制きものが比較的多数に伐倒せられて居るのである。

( ii) 樹高に就ても直俸と同様の傾向あるを認めるととが出来る 。 自fJ ち f!.{;きものが比較的多

数に伐倒せられて居るのである。

(2) 統計敷皐劫検討

今第 4表(共 1，;其 2) を通覧するに何れも左上より右下に向ふまうI角線の附ili: vc本j肢が集中

して配列せられ大鰐に於てIl向j高直伴ーと樹高と の間にはIEの相閑々係の存在を認識し得られる 。
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~} 4 表直径階別樹高階別本数分配表

其 1 昭和 12 年 4 月

凶~ 4 e υ w 日 7 8 9 10 11 12 13 14 15 I ~l l 卒均
6 1 6 4 12 6.6' 

i� 8 1 1 5 14 8 7 36 7.3: 

10 1 1 6 22 15 6 2 53 8 .4 ~ 

.' J, 12 9 23 25 14 1 73 9. ß ~ 
、

14 10 23 21 J1 “ c、 67 10.51 

林 16 1 1 7 29 18 4 60 11.2: 

18 3 15 20 13 51 11.8' 

l間 20 6 6 10 3 1 27 12.4 

伐 22 Z 7 4 3 15 12.61 

24 1 1 1 3 13.01 
前

26 1 1 。“ 13.51 
- ド一一一一

J 

青f E 3 12 25 40 56 6,5 89 64 35 8 1 399 

不均 8.00 8.00 7.17 8.32 10.20 11.39 1 3 目 35 15.33 17.38 18.97 22.00 20.00 

|ぷ11 l 15 

6 6 3 1 10 6.80 . 
8 1 1 5 13 7 7 33 7.33 , 

問 10 1 5 20 10 、;] 38 8J 6 

12 1 7 ]3 ]7 12 50 9.64 

14 3 ](1 9 6 1 29 10.72 

16 。“ 10 G 1 20 11.20 
伐

18 4 4 I 12.00 
、

20 1 1 1 3 ] 2.67 

23 • J 

2-1 、

, 
オi

' 
26 

一
言 l' 1 2 J1 21 34 34 31 33 16 3 1 187 

4'"-均 8.00 9.00 6.91 8.38 10.00 10.88 12.77 13.82 15.75 16.67 20.00 ‘ 
、

』
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起一
や
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一
計

下
1
1
1
1
1

4
4

。
。
ハ

U

18 
旬、 ，

一一一←

6 1 1 5.0 
金 8 1 1 2 7.5 

10 1 1 3 1 2 9 9.4 

12 1 1 5 5 3 15 10.5 
14 。~ 7 4 3 16 11.5 

林
16 3 7 1� 3 ζ，、」 30 12.8 

18 ¥ 
4 ]3 10 8 1 36 13.6 

!間 20 1 3 3 15 7 4 1 34 14.1 
t , 

c白、 cω、
ζ“ ヲ 9 1 ~ 3 2 、 29 14.6 

伐
24 1 6 S 1 1 18 15.5 

26 、 1 。~ 5 4. 1 13 16.1 

28 3 1 。“ 1 7 16.1 
前

30 u 。 2 18.0 

， 三平均J| 1 1 1 3 4 917M 鈴叩伺 22 10 5 1212 

6.0010.008.0010.00 10.DQ 13.1113.29 16.2517.2819.90. 21.5023.3624.80 27.60j 

以~1 5 8 7 8 9 10 11 12 13 14 ]5 16 17 
18 I 咋均

B 1 1 5.01 

f間 8 1 
. 
1 1・ 2 7.51 

10 1 1 2 1 ￡“ 、 1 
、

8 9.51 

12 1 1 5 4 3 14 10.51 

14 zμ ,‘ 4 ・;) c“ 、 11 11.4: 

e伐 16 1 品c、 7 1 1 12 12.9: . 
13.゚( 18 Z 3 Z 。向 1� 

20 2 4 1 7 13 .5 ~ 

22 .1 • 1 1 3 14.3: 

木 24 1 1 15.0( 

一
計 1 1 1 3 3 s 11 14 12 7 7 1 69 

平均 6.0010.008.0010.0010.6712.25 1 2. 73 1 5.5716.1 718.8619.4322.00 ー

17 ] 6 J5 14 

昭和 16 &r: 9 月

13 ]2 11 

主主 2 

10 9 B 7 B 

同ぞ'1 5 ) ri )卒均
0 

0 
0 
2 

3 

0 

9 

9 

5 
4 

0 

18 

10 1 1 
残 13 1 1 

14 3 1 1 5 

16 。“ 5 g μ ε) 1 18 

18 2 10 8 5 1 26 

存 20 1 1 3 11 6 4 27 

。“。“ 1 1 9 11 。“ 2 26 
24 1 1 5 B 1 1 17 

20 1 εω 3 5 4 1 13 
28 3 1 。... 1 ・ 7 

木 30 。... 2 

計ー 1 1 6 10 24 32 33 21 10 5 143 

- 10.0020.0014.3317.2017.8320.1321.9423.43 24.8027.60 

--、 ーー

• 

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 
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市 して此のと とは他の一般の主時期釘のー湾問齢林に通有せる傾向である 。 依って之が相闘比

(万〉及び相関係数 (r) を求めたるに第 5 表の如 くであって何れも高き数値を示 してゐる 。

第 5 表

昭和 12 年 4 月調査 昭和 1 6 年 9 月 調査

マDH crDH) マI-ID (rHD) マDH (rDH) マHD (rHD) 

全林 I 0. 8.5 土 0 . 009 I 0 . 84土 0. 010 I 0 . 83土 0 . 014 I 0. 85 土 0 . 013

(間伐前) I (+ 0 .83 土 0.011) I (+0. 83 土 0. 011) I (十 0 .81 土 0. 016) I ( +0 . 81 士 0.016)

I 0,82 :1: 0.016 I 0.81 土 0 . 017 I 0. 84土 0.024 I 0. 84土 0 .024
間伐木 I ~- _ ::- -_-= =_ I '_-~::--~-=:_ I -~. = ::--_-==_. 

| (+ 0.80土 0.018) I (+ 0 . 79士 0 . 019) I c+ 0 . 81 土 0 . 028) I ( +0.81 土 0 . 028)

I 0.79:1:0.017 I 0 .78土 0 . 018 I 0.73 土 (). 026 I 0 . 78 土 0 . 022
残 存 木 I _ =~- _-=__ . I =~-~-= = _ I _~::- -_-= = . I 

|+0 . 77土 0 . 0 19) I (+0 . 77土 0 .01 9) I (+ 0 . 76 土 0. 0 24) I (+ 0. 7 6土 0 . 024)

更に木表により直筏と樹高との|聞に存する 同師曲線の直線性を求むれば~(の如 くなるのであ

る 。

昭和 12 ，年に於ける ji\]伐前

n(可DW-rDJP) =399(0.852-0.832) = 13.406>11.37 

n(マHD2-rHDり =399(0.842-0.832) = 6.663く1 1. 37

明示1l ~ 1 6 1 年に於ける間伐前

n(叩DW-rDH2) =212(0.832-0.812) = 6.95 4く 1 1. 37

n(甲DW-rHDり=2 1 2(0. 85 2ー 0. 8 12) =14.077>11.37 

• 

自日ち生じ得る是等四組の計算K於て共の今は直結l同師と認められfU~の牛は斯かる傾向を示し

て居友いのである 。

然るに之と同様の検討を間伐後の林分r古てはめて見る と下の様t.r.結果を生じたのでるる。

昭和 12 年に於ける間伐後

n(万DW-rDHり = 212(0.792ー 0.77 2) =; 6.614く 1 1.3 7

n (叩HD2-rHDつ =212(0.782ー0.77 2) =3.286く1 1.3 7

昭和 16 年に於け る間伐後

n(万DIP- rDH2) ~ 143(0.732-0.762) = 6.39~く 1 1.37

n(甲HD2-rHDり = 143 (0.78 2 ー 0.762)= 4 .404く 1 1.37

@pち生じ得る問主目の計算に於て全部直線同蹄と認め得られる に至ったのである 。 故に残存林

分は間伐前に比 して直径樹高の闘係が直線問蹄K接近せしめらる L 傾向があ る ， 帥ち間伐は直

観樹高の関係をmJ伐前に比 して一屠規則的に林分構越を改饗する上に数果があ ると と を認める

と と が 1:1:\来 る。

ずくに第 4 表の直観階別樹高階別本数分配表よ り千均直傑 ， 平均樹高を求むれば第 6 表第 7 ?1X，

の様である。
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第 6 量!ミ 4;'}勾直径 ， 標準偏差. 縫化係数

年 次 伐 伐 存 木

! 卒 J勾直 径 (MD) I 13.97::1:0.139 

np:和 1 2 年 i 標準偏差 4.12土 0. 098 3 .14土 0.110 3 .73 土 0 .12;;

l 筏化係 数 (C.V) I 29.49::1:0.763 I 27.16::1:1.0]5 

2p:' 均直 径 仰) 1 18.81 土 0 .220 | ω7 ::1:0.312 

!別手口 16 年 |標準偏差 4.74土 0.155 3.84 土 0. 220

礎化係 数 (C.V) 1 25.20:1:0.876 I 25.82土 1.577

第 7 表平均i樹高 ， 楳!ií長偏差鑓化係数;

年次 | 間 伐 前|問 伐 木|、残 存 木

:;T'- ' 均樹首f (MH) I 10.20土 O 附 9.13土 0.092 I 11 .0山間

昭和 12 年 41J 判長偏差 (σ 日) I ] .97土 0 .047 1.87+0.065 1. 6 1 土 0.053

総化係数 (Cη I 19.31 ま 0 .478 I 2ゆ土 0.744

};'J 樹高 (M~I) 1 山3 :1: 0.109 | ωωω 

昭和 16 年 標準侃. 差 μH) I 2.25土 0.129 1 . 72土 0 . 069

饗化係 数(C.V) I 17.44土O 附 I ]~10 :l: 1.136 i 11.96士制

第 6 表jrC依れば下の如き傾向あるととを鏡ひ知るととが出来る。

( i) n日伐木の平均直筏は間伐前並に残存木の平均直僚に比しでìJ、である 。 邸ち本林分lë施

行せられたる B 種間伐本来の恒二Plït:基き 11、傾木κ於て上回変的多くのものが伐倒せられたので

ある。

( ii )袋、化係数は残存木 lて於て最小である。 邸ち f!日伐によって直俸はー居済ーの域に進んだ '

ととを~，n り 4写るのである。

?)} 7 表に於ては

( i) [j日伐木の平均樹高はいづれも間伐前並に残存木の平均樹高よりも小でbる。部ち直{Sj~

の場合と同較に本林分に施行せられたる B f空間伐の本質に基き比較的多数に低きものが伐倒

せられたのである。

( ii )鑓化係数も直径の場合と 同犠いづれも残存木に於‘て小である。自Pち間伐によって樹高

はー居揃って来たととが認識せらる与のである。

( 3 ) ‘ 樹高曲 線

:;:f(I亡昭和 12 年調夜の|療の残有・7!く と 昭和 1 6 !.lミFJl鑓Eの際の1111伐前会林とに就きて夫k 同一Il向

南直符階に附する平均樹高をば践するに第 8 衰の如くであるq
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ff~ 8 表直径階別卒均樹高の比較

!胸高直 径 階 卒 均 結J 高 (m) 

(crn). 昭和 12 年 (A) I 昭和 16 年 (B) I ∞ 一 (町 =(C) I (C/A) % 

6 6.00 5.00 +1 ,00 16.67 

8 7.33 7.50 -0.17 2.32 

, 10 9.07 9.44 -0.37 4.08 

12 9.57 10.53 -0.96 10.03 

14 10.47 11.50 -1.03 9.87 

16 ]1.25 12.80 -1.55 13.78 

18 11.83 13.69 -1.86 15.72 

~O 12.38 14,] 5 -1.77 14.30 

~2 12.60 14.66 -2.06 16.35 

24 13.00 15.56 -2.56 19.69 

26 13.50 16.15 -2.65 19.63 

28 16.14 

30 18.00 
一

自Hち此の表を見ると同ーの林分でありながら林齢低き時イtl'L於ける或るノj、保木の平均樹高は

林齢高き時代のそれと問符級の平均樹高よりも大であり，同時に林帥低き時代に於ける或る大
2 ・

f~木の平均樹高は林齢高き時代のそれと同僚.放の平均樹高よりもノj、で・ある。而も此の傾向は使

級の犬なるに従ひ益k大とえ主るととを示して居るのである。換言すればー済同齢の同一林分で

あっても林齢の異なる街:I'L共の樹高曲線は各異主主る曲線であるととを示す様K解樺出来るので

ある。 拾に於て著者は更に進んで、昭和1 12:年 4 月及び昭和 16 ~I三 9 月に於ける双方共同i日伐

前のものにつき第 8 表同様の比較を行って見た所それは第 9 表及び第 31盃l版の様になるので

ある。

第 9 表直径階別卒均樹高の比絞

)J旬高直径 F窓 7[5. 均 樹 ~áí (m) 

(cm~ 昭和 12 年 (A) I 昭和 1 6 年 (B) I (A) ー (B) =(C) (C/A) % 

6 6.67 5.00 +1.67 25.0 
。戸、

7.33 7.50 -0.17 2.0 

10 . 8.42 9.44 -1.02 12.1 

12 9.62 10.53 -0.91 9.5 

14 10.58 11.50 -0.92 8.2 

16 11.23 12.80 -1.57 14.0 

18 J1.84 13.69 -1.85 15.2 

20 12.41 14.15 -1.74 14.0 

32 12.60 14.66 -2.06 16.3 

24 J3.00 15.56 -2.56 19.7 

26 ,/ 13.50 16.15 -2.65 J9.4 

28 16.14 

30 18.00 



第三十九鋭.，.ユ
1'::1 報験1ベ栄林98 

自H ち第 8 表に比じーj託不規則ではあるが大韓陀同ーの傾向を認め得るのである 。 而して是主宰

の現象は皐党何を示 して居るかと言ふと. ， 一弾同l蛤の同ーの林分であっても或る林齢に於け る

樹高曲線は，それより若木時代の樹高幽棋と霊友り 合ふものではない。換言すれば年齢高き時

代の樹高曲、総防次;して共の若き時代の樹高曲紘の延長では主主いととを示して居るのでるる。 主主

K於て著者は吏K進んで本試験林分の樹高Illl線を検討して見たのである 。

先づ貫験教を固形に描いて見た鹿二者共に外11:括的に Y;を樹高 ， x を直僅， a, b, m 等を常数

m
 

+
 

h

一x
'

き
ょ
ム
」

a

z
v
=
 

ナ

y

'
と

之を書きなほすと

H = ae-D + 1.2 (但し1.2 は胸高)

或はDtog (H ー1.2) = D log a - b log e なる曲線に近きものなるととを察知し得たので 11告

算法によって係数を決定じて見た鹿昭和 12 年 4 月 の間伐前の也のは

D log (H -1.2) = 1.21832~D ; -3.49970 
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と友ったのである。 今此の各kの曲線が示す数字と鐙数と を制限せしめて見る と次の第 10 表

及び第 11 表の様に友るのである。

昭和 12 &f ~月に;除ける樹高曲線の検討倉吉 lû 表

6 

8 

]0 

]2 

14 

16 

18 

20 

22 

24. 

26 

1-11 - H2 

十 1. 15

+0.09 

-0.17 

-0 目 0 3

+0.08 

+0.04 

+0.07 

+0.16 

-0.06 

-0.02 

十 0 . 17

数)
.
l巳
l

a
a

1目

s,ta , 

5.52 

'7.24 

8.59 

9.65 

10.50 

11.19 

11.77 

12.25 

]2.66 

13.02 

13.33 

Hz (努:撒)Hl (11 

6.67 

7.33 

8.42 

9.62' 

10.58 

11.23 

11.84 

12.41 

12.60 

13.00 

13.50 

D 

邸ち梢正の側に誤差が偏する搬はあるが之tを岡上に描き且IE負のね:!dlÆの現はれ方を見ると大

目も!に適合して居る殺でゐる 。

. ダくに之と同様の検討を昭和 16 年 9 月のものに就いても行って見るとそれは共表の桜であ

る。
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第 11 表 昭和 16 年 9 月に於ける樹高曲線の徐討

D Hl (資 数〉 H2 (算出数) F ,-H2 

6 5.00 5.15 -0.15 

8 7.50 ・ 7.28 +0.22 

10 9.4.4 9.08 +0.36 

12 1'0.53 10.57 -0.04 

14 11.50 11.80 -0.30 

16 11.80 12.83 . -0.03 

J8 J3.69 J3.69 0.00 

20 J4.1.1 J4.44 -0.29 

22 14.66 J5.08 -0.42 

24 ]5.56 J5.63 -0.07 

26 J6.15 16.12 +0.03 

28 16.14 J6.55 -0.41 

30 18.00 16.94 、 +1.06 

自Hち柏負に偏する慨はあるが ，るを岡上に検して見るに大障に油合宇る様で.(bる。(第 4 固版

参J.!~{.)

4. 摘要

以上記述し来りし鹿を総括して共の要領を摘記する と次の各項の様で、通うる。

( 1 ) 本報告は北米産「ストロープ」五葉松の種子より得たる苗木を我国の群馬!部下に試植

したるもの L 造林の成績である。

( 2 ) 州総約 25 年生の間在に於て主林木の材積及び平均成長の闘係を我闘の諸種アカマツ

林牧獲表の数字陀謝比する陀二等地によとして和劣 り時三等地に匹敵するものと認める ととが出

来る。(第 3 表参照〉

( 3 ) 林分椛成の批態を調べて見?とが一般針業闘のー済同齢林の特徴を共催共有して居る。

(4 ) 直径κ謝する樹高曲線は遇然か知らぬが常に
b 

H = ae-I� + m 

なる曲線を示して居る。但し林齢の具主主 る勾二vc a と b の値は具って揺るから此の事賢から言

へば同ーの林分であっても共の各kの林|鈴毎K判荷の曲線を示 して居る 。 邸ち一般のー舟同1紛

の針葉樹林の樹高曲紘なるものは林|鈴箇ニに瓦ilkvc .m:複するものであって林断続次高きに従ひ共

の描く樹首i曲級は林齢の若き時代の樹高i曲線の延長では主主いら し く認め ら る L のである 。

(第 3 匝l版並に第 4 闘版参照)
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;;r~ 3 図版
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